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京
都
文
化
博
物
館
で
は
、
ひ
ろ
く
京
都
に
関
わ
る
文
化

資
源
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
公
開
の
た
め
、
京
都
文
化
次
世
代

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
、
以
下
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
）

と
銘
打
っ
た
施
設
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
の
活
動
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
は
あ
る
が
、
昨
年

度
の
実
績
と
し
て
、
古
代
学
協
会
の
協
力
の
も
と
、
協
会

蔵
『
大
内
裏
図
考
証
』（
京
都
文
化
博
物
館
寄
託
、
上
図
）

を
対
象
と
し
た
近
赤
外
線
撮
影
の
実
証
実
験
（
右
図
）
を

行
っ
た
の
で
、
本
稿
で
は
そ
の
成
果
を
報
告
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 

佐
藤
、
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

�Þ�Ê���£�ß�:$•�{�Ë�;�Ë�‹�°$–

大内裏図考証　全体

近赤外線透過光撮影時の様子
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  『
大
内
裏
図
考
証
』
は
、
近
世
後
期
の
故
実
家
で
あ
る
裏

松
固
禅
（
光
世
、
元
文
元
年
〈
一
七
三
六
〉
〜
文
化
元
年

〈
一
八
〇
四
〉）
に
よ
る
、
平
安
京
お
よ
び
平
安
宮
に
対
す

る
考
証
を
集
成
し
た
書
物
で
あ
る
。
固
禅
は
、
宝
暦
八
年

（
一
七
五
八
）
の
宝
暦
事
件
に
連
座
し
て
蟄
居
の
身
と
な

る
が
、謹
慎
の
中
で
平
安
京
研
究
に
邁
進
し
、つ
い
に
は
、

蟄
居
が
解
か
れ
た
の
ち
に
、
寛
政
度
内
裏
の
造
営
御
用
を

拝
命
す
る
に
至
っ
た
ほ
ど
の
学
究
肌
と
し
て
知
ら
れ
る
。

寛
政
度
内
裏
の
竣
工
の
の
ち
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

に
は
、
固
禅
は
『
大
内
裏
図
考
証
』
を
朝
廷
の
求
め
に
応

じ
て
献
上
し
、
こ
の
と
き
の
献
上
本
三
〇
巻
五
〇
冊
は
、

宮
内
庁
書
陵
部
に
現
在
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
協
会
本
『
大
内
裏
図
考
証
』
は
、
正
編
三
〇
巻

五
五
冊
（
献
上
本
よ
り
も
五
冊
増
）
に
「
附
録
」
八
冊
ほ

か
計
一
四
冊
と
絵
図
一
巻
が
追
加
さ
れ
て
い
て
、
献
上
本

と
は
異
な
る
構
成
を
持
つ
。
固
禅
は
、
朝
廷
へ
の
献
上
の

の
ち
も
、『
大
内
裏
図
考
証
』
の
校
訂
を
続
け
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
本
品
は
そ
の
成
果
も
含
む
も
の
で

あ
る
（
詫
間
直
樹
「
裏
松
固
禅
の
著
作
活
動
に
つ
い
て
―

『
大
内
裏
図
考
証
』
の
編
修
過
程
を
中
心
と
し
て
―
」〈『
書

陵
部
紀
要
』
五
五
、二
〇
〇
四
年
〉）。

　
あ
わ
せ
て
注
目
さ
れ
る
本
品
の
特
徴
が
、各
冊
の
表
紙・

裏
表
紙
の
補
強
紙
に
、
松
平
定
信
の
周
辺
で
出
版
さ
れ
た

『
集
古
十
種
』
と
お
ぼ
し
い
反
古
紙
が

転
用
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ

は
つ
と
に
、
藤
本
孝
一
氏
が
指
摘
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
（
同
「
藤
原
定
家・

一
条
京
極
邸
と
『
院
宮
及
私
第
図
』

の
復
元
」〈
同
『
中
世
史
料
学
叢
論
』

思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
初
出
一
九
九
五
年
〉）、
本

品
を
紹
介
し
た
近
年
の
展
示
で
も
、
表
紙
裏
反
古
に
言
及

し
た
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
（『
い
に
し
え
が
、好
き
っ
！

―
近
世
好
古
図
録
の
文
化
誌
―
』〈
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
、二
〇
二
三
年
〉、『
日
本
考
古
学
の
鼻
祖　
藤
貞
幹
』〈
京

都
文
化
博
物
館
、
二
〇
二
三
年
〉）。

　
本
品
の
表
紙
裏
反
古
に
関
す
る
最
大
の
疑
問
点
は
、
全

体
の
う
ち『
集
古
十
種
』が
占
め
る
そ
の
割
合
で
あ
っ
た
。

と
い
う
の
も
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
た
表
紙
裏
反
古
は
、

表
紙
と
見
返
し
と
の
糊
付
け
が
離
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に

た
ま
た
ま
目
視
が
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

ら
は
全
体
の
半
数
に
満
た
な
い
の
で
あ
る
。
全
体
の
半
数

弱
で
は
、
デ
ー
タ
と
し
て
は
心
も
と
な
い
。
糊
離
れ
の
な

い
健
全
な
表
紙
に
つ
い
て
は
、
強
い
光
に
透
か
す
こ
と
で

裏
反
古
を
視
認
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
精
細
な
画
像

の
取
得
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
っ
て
、
表
紙

裏
反
古
全
体
に
対
す
る
調
査
は
こ
れ
ま
で
未
着
手
で
あ
っ

た
。

　
こ
こ
で
話
は
冒
頭
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
戻
る
。
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
で
の
実
証
実
験
の
一
環
と
し
て
、
Ｏ
Ｍ
デ
ジ

タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
の
技
術
協
力
の
も

と
、
最
新
の
機
材
を
用
い
た
近
赤
外
線
撮
影
が
企
画
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
近
赤
外
線
撮
影
が
文
化
財
撮
影
に
お
い

て
有
用
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
墨
付
に
対
し
て
顕
著
な
反

応
を
示
す
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
本
品

の
よ
う
な
目
視
の
難
し
い
墨
付
を
確
認
す
る
に
は
好
適
で

あ
っ
た
。

　
協
議
の
結
果
、
安
全
か
つ
確
実
に
表
紙
裏
反
古
を
撮
影

す
る
た
め
に
、
今
回
は
近
赤
外
線
の
透
過
光
撮
影
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
天
板
を
透
過
面
に
し
た

撮
影
台
を
自
作
し
て
、台
の
下
か
ら
近
赤
外
線
を
投
光
し
、

Ｉ
Ｒ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
装
着
し
た
上
部
の
カ
メ
ラ
で
透
過
画

像
を
取
得
し
た
（
表
紙
下
）。

　
近
赤
外
線
透
過
光
撮
影
に
よ
っ
て
実
際
に
得
ら
れ
た
画

像
が
図
１
で
あ
る
。
同
ア
ン
グ
ル
の
可
視
光
撮
影
で
あ
る

図
２
と
比
較
し
て
も
、
そ
の
明
瞭
度
に
は
格
段
の
差
が
あ

る
。
こ
の
画
像
に
よ
っ
て
、
四
三
冊
目
の
裏
表
紙
に
は

『
集
古
十
種
』
兵
器
類
凡
例
（
図
３
）
の
反
古
が
貼
ら
れ

て
い
る
と
確
か
め
ら
れ
た
（
図
３
左
頁
が
図
１
に
一
致
）。

こ
の
要
領
で
、
本
品
六
九
冊
分
の
表
紙
・
裏
表
紙
、
計

一
三
八
点
の
う
ち
、
表
紙
が
見
返
し
か
ら
外
れ
て
お
ら
ず

裏
反
古
の
目
視
が
難
し
い
六
〇
点
を
対
象
に
近
赤
外
線
撮

影
を
行
い
、
更
に
、
目
視
が
可
能
な
も
の
と
あ
わ
せ
て
、

裏
反
古
全
点
の
内
容
比
定
を
試
み
た
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
の
成
果
を
概
括
し
た
い
。
本
品
全
体
で
い
う
と
、
表

紙
裏
反
古
に
は
手
書
き
の
反
古
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
墨

付
の
あ
る
全
て
が
何
ら
か
の
刷
物
で
あ
る
と
判
明
し
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
刷
物
全
て
が
『
集
古
十
種
』
で
あ
る
か

と
い
う
と
、『
集
古
十
種
』
と
判
断
で
き
る
も
の
は
、
少

な
く
と
も
六
八
点
を
数
え
、
全
体
の
約
半
数
、
墨
付
の
認

め
ら
れ
る
一
一
三
点
の
う
ち
の
六
割
を
超
え
る
と
い
う
結

果
で
あ
っ
た
（
照
合
時
の
見
落
と
し
も
有
り
得
る
か
ら
、

古
代
学
協
会
蔵
『
大
内
裏
図
考
証
』
の
近
赤
外
線
撮
影
　

京
都
文
化
博
物
館
学
芸
員

　

佐
藤
稜
介
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実
際
は
も
う
少
し
増
え
る
の
で
あ
ろ
う
）。
そ
れ
ら
の『
集

古
十
種
』
を
子
細
に
見
る
と
、
ヤ
レ
（
損
紙
）
が
多
数
を

占
め
た
り
、
同
一
の
版
面
が
複
数
有
っ
た
り
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
、『
集
古
十
種
』
の
印
刷
工
房
の
ご
く
近
く
で

本
品
の
表
紙
が
整
え
ら
れ
た
と
の
推
定
が
成
り
立
つ
。

　
墨
付
の
六
割
超
が
『
集
古
十
種
』
と
述
べ
た
が
、
そ

れ
以
外
は
何
者
な
の
か
。
ま
ず
、『
集
古
十
種
』
に
は
確

実
に
存
在
し
な
い
版
面
が
、
本
品
の
裏
反
古
に
は
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
例
え
ば
図
４
は
、『
集
古
十

種
』
の
表
記
に
よ
く
似
た
「［　
　
］
蔵
源
義
家
朝
臣
兜

図
」
の
見
出
し
を
持
つ
が
、『
集
古
十
種
』
に
は
同
一
の

版
面
は
無
い
。
そ
こ
で
、
図
４
か
ら
判
読
で
き
る
文
字
情

報
を
頼
り
に
こ
の
器
物
を
探
し
て
み
る
と
、『
集
古
十
種
』

に
先
行
す
る
武
器
図
録
集
で
あ
る
伊
勢
貞
春『
武
器
図
説
』

（
寛
政
十
一
年
〈
一
七
九
九
〉
成
立
）
に
、
銘
文
の
情
報

や
形
状
が
一
致
す
る
「
義
家
朝
臣
冑
図
」
が
見
い
だ
せ
る

の
で
あ
る
（
図
５
）。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、『
集
古
十
種
』に
採
録
さ
れ
る
器
物
の
、

よ
り
詳
し
い
情
報
を
持
つ
版
面
や
、
詳
細
は
不
明
な
が
ら

裏
反
古
に
頻
出
す
る
鏑
矢
の
図（
図
６
）な
ど
も
あ
っ
て
、

『
集
古
十
種
』
に
よ
く
似
た
内
容
と
体
裁
を
持
つ
刷
物
の

混
入
が
確
か
め
ら
れ
る
。
推
測
の
域
を
出
な
い
も
の
の
、

〝
未
知
の
版
本
〟
と
で
も
呼
び
う
る
『
集
古
十
種
』
の
続

編
の
よ
う
な
図
録
集
、
あ
る
い
は
、
版
木
ま
で
作
ら
れ
た

も
の
の
『
集
古
十
種
』
本
編
に
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
版

が
、
本
品
の
周
辺
で
試
作
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
本
品
の
表
紙
裏
反
古
に
つ
い
て
筆
者
の
力
量
で
踏
み
込

図１ 大内裏図考証 43 ウ　
近赤外線透過光撮影

図２　大内裏図考証 43 ウ　
可視光撮影

図３　集古十種　兵器類凡例

図４　大内裏図考証 30 オ
（集古十種にない図）

図５　武器図説巻六　義家朝臣冑図
（図４と近似）
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め
た
の
は
、こ
こ
ま
で
で
あ
る
。筆
者
に
と
っ
て
は〝
未
知
〟

で
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
版
面
が
碩
学
の
目
に
留
ま
り
、
そ
の

来
歴
が
明
ら
か
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
親
本
の
特
定

に
至
ら
な
か
っ
た
裏
反
古
は
す
べ
て
、
次
の
拙
稿
に
掲
載

す
る
こ
と
と
し
た（「
京
都
文
化
次
世
代
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
事
業
に
お
け
る
近
赤
外
線
透
過
光
撮
影
―
古
代

学
協
会
本『
大
内
裏
図
考
証
』表
紙
裏
反
古
の『
集
古
十
種
』

―
」〈
京
都
文
化
博
物
館
研
究
紀
要
『
朱
雀
』
第
三
七
集

（
二
〇
二
五
年
）〉）。
あ
わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
あ
る
。

【
図
版
出
典
】

図
３
：
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
集

古
十
種
』（https://dl.ndl.go.jp/pid/2610505

、
請

求
番
号
２
３
４
―
３
）

図
５
：
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
武

器
図
説
』（https://dl.ndl.go.jp/pid/2607431

、
請

求
番
号
８
４
８
―
１
１
３
）

▼　
「
京
都
市
平
安
京
創
生
館
」
パ
ネ
ル
展
「
山
田
邦
和

氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
語
る
京
都
の
歴
史 

前
篇
『
古
代
・

中
世
篇
』
―
京
都
市
平
安
京
創
生
館
開
館
二
〇
周
年
記
念

特
別
展
―
」
の
開
催

　
古
代
学
協
会
の
山
田
邦
和
副
理
事
長
（
同
志
社
女
子
大

学
特
任
教
授
）
は
京
都
に
生
ま
れ
育
っ
て
歴
史
学
・
考
古

学
を
学
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
平
安
京
・
中
世
京
都

を
中
心
と
す
る
京
都
の
歴
史
を
主
要
な
研
究
テ
ー
マ
と

し
、
研
究
を
進
め
る
過
程
で
多
く
の
実
物
史
料
を
収
集
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
特
別
展
は
、
山
田
副
理
事
長

の
収
集
史
料
を
通
じ
て
見
え
て
く
る
京
都
の
歴
史
を
紹
介

す
る
も
の
で
す
。

　
会
場
：「
古
典
の
日
記
念 

京
都
市
平
安
京
創
生
館
」（
京

都
ア
ス
ニ
ー
〔
京
都
市
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー
〕
内
。

京
都
市
中
京
区
丸
太
町
通
七
本
松
西
入
ル
聚
楽
廻
松
下
町

九
―
二
。
市
バ
ス
「
丸
太
町
七
本
松
」
下
車
徒
歩
二
分
。

Ｊ
Ｒ
嵯
峨
野
線
「
円
町
」
駅
下
車
徒
歩
十
分
）

　
電
話(
〇
七
五)

八
一
㆓
―
七
二
二
二
。

　
会
期
：
令
和
七
年
十
二
月
十
九
日
（
金
）
～
令
和
八
年

六
月
八
日（
月
）（
休
館
日：火
曜
日〔
祝
日
の
場
合
は
翌
日
〕

及
び
年
末
年
始
）、午
前
十
時
～
午
後
五
時
。入
館
料
無
料
。

　

主
催
：
京
都
市

生
涯
学
習
総
合

セ
ン
タ
ー
・（
公

財
）
京
都
市
生

涯
学
習
振
興
財

団
。

▼
二
〇
二
六
年
度
連
続
講
座
開
催
の
予
告

　

来
年
度
の
歴
彩
館
共
催
連
続
講
座
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
内
容
詳
細
お
よ
び
申
込
方
法
は
二
月

頃
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、チ
ラ
シ
に
て
お
知
ら
せ
の
予
定
。

テ
ー
マ　
「
摂
関
盛
期
か
ら
院
政
期
へ
」

五
月
九
日
（
土
） 河
添
房
江
（
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
）

「
王
朝
貴
族
を
飾
っ
た
唐
物
」

六
月
二
一
日
（
日
）
吉
川
真
司
（
協
会
参
与
・
京
都
大
学
名

誉
教
授
）「
摂
関
政
治
の
実
像
」

七
月
四
日
（
土
） 

朧
谷
壽
（
協
会
理
事
長
・
同
志
社
女
子
大
学

名
誉
教
授
）「
後
白
河
院
と
平
清
盛
―
院
御
所 

法
住
寺
殿
」

八
月
三
十
日
（
日
） 國
賀
由
美
子
（
協
会
客
員
研
究
員
・
元
大

谷
大
学
教
授
）「
院
政
期
の
絵
画
―
平
家
納
経
・
絵
巻
物
を
中
心
に
」　

九
月
十
三
日(

日
） 

山
田
邦
和
（
協
会
副
理
事
長
・
同
志
社
女

子
大
学
特
任
教
授
）「
保
元
・
平
治
の
乱
と
平
安
京
」　

十
月
三
日
（
土
） 長
村
祥
知
（
富
山
大
学
准
教
授
）

「
源
頼
朝
の
登
場
」　

十
一
月
七
日
（
土
）
小
林
一
彦
（
京
都
産
業
大
学
教
授
）

「
新
古
今
の
王
朝
と
院
政
期
」　

十
二
月
十
九
日（
土
）荒
木
浩（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

名
誉
教
授
）　
「
時
代
の
変
転
―
『
方
丈
記
』
の
世
界
」　

※
タ
イ
ト
ル
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

図６　大内裏図考証 61 ウ
（頻出する詳細不詳の図）

日野資枝画賛「藤原定家像
（部分）」江戸時代後期（山田

邦和コレクション）

協
会
ニ
ュ
ー
ス

　
誌
名
「
土
車
」
に
つ
い
て

『
六
角
堂
縁
起
』
に
よ
る
と
、
当
協
会
の
所
在
地
で
あ
る
京
都
市

三
条
高
倉
一
帯
は
、
そ
の
昔
、
愛
宕(

お
た
ぎ)

郡
折
田
郷(

く
し
だ

の
ご
う)

土
車
ノ
里(

つ
ち
ぐ
る
ま
の
さ
と)

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。

今
か
ら
千
二
百
年
あ
ま
り
も
昔
の
こ
と
で
、
こ
の
地
名
は
桓
武
天
皇

の
平
安
遷
都
以
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
洞
暁
上
人
の
事
蹟

を
記
し
た
『
都
廼
苞(

み
や
こ
の
つ
と)

』
に
も
、｢

烏
丸
三
条
の
辺
を

土
車
と
称
す
る｣

云
々
の
言
葉
が
見
え
、
こ
れ
が
謡
曲
『
土
車
』
の

題
名
に
も
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
二
年
創
刊
の
お
り
、

角
田
文
衞
に
よ
り
名
付
け
ら
れ
た
。
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岸
俊
男
は
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
古
代
史
研
究
者
に

留
ま
ら
ず
考
古
学
の
古
墳
時
代
研
究
を
志
す
者
に
も
多

大
の
影
響
を
与
え
た
。一
九
五
九
年
に
発
表
さ
れ
た「
大

和
の
豪
族
」（『
世
界
考
古
学
大
系
』
三 

日
本
Ⅲ 

古
墳

時
代
、
平
凡
社
）
の
見
開
き
と
な
る
ペ
ー
ジ
の
真
ん
中

に
組
み
込
ま
れ
た
掲
載
図
は
、
左
に
右
に
比
較
す
る
に

利
便
が
あ
り
、
今
日
で
も
こ
の
掲
載
図
を
引
い
た
展
覧

会
図
録
に
接
す
る
こ
と
が
あ
る
。
一
九
七
五
年
に
第
二

版
が
出
る
が
、
古
墳
時
代
を
学
び
始
め
た
私
も
、
即
座

に
入
手
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

  

奈
良
盆
地
の
①
東
北
に
「
和
珥
」、
②
西
・
南
に
大

臣
系
の
「
葛
城
」、「
平
群
」、「
巨
勢
」、「
蘇
我
」、
③

東
南
に
「
皇
室
」
と
近
侍
す
る
大
連
系
の
「
大
伴
」、「
物

部
」、
伴
造
の
「
中
臣
」
の
三
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
佐
紀
古
墳
群
と
馬
見
古
墳
群
、「
磯
城
古
墳
群
」

の
三
つ
の
大
古
墳
群
に
対
応
す
る
と
指
摘
し
た
。
そ
し

て
①
「
孝
昭
記
」
の
ア
メ
オ
シ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
を
同
祖
と

す
る
和
珥
氏
の
同
族
系
譜
の
成
立
を
「
舒
明
」「
皇
極
」

頃
の
七
世
紀
前
半
、②「
孝
元
記
」に
あ
る
建
内（
武
内
）

宿
禰
の
後
裔
氏
族
系
譜
は
、
和
珥
氏
へ
の
対
抗
上
の
作

為
と
し
て
蘇
我
氏
が
関
与
し
て
創
り
上
げ
た
擬
制
的
同

祖
同
族
関
係
の
系
譜
か
と
し
た
。作
成
は
七
世
紀
だ
が
、

古
墳
群
の
存
在
に
よ
り
そ
の
前
史
と
な
る
四
、五
世
紀

史
に
お
け
る
豪
族
と
「
皇
族
」
の
関
係

性
を
慎
重
な
記
述
と
共
に
掲
載
図
に
お

い
て
鮮
や
か
に
示
し
た
。

  

先
立
つ
一
九
五
六
年
に
発
表
さ
れ
た
井

上
光
貞
「
帝
紀
か
ら
み
た
葛
城
氏
」（『
古

事
記
大
成
』
歴
史
考
古
篇
、
の
ち
『
日

本
古
代
国
家
の
研
究
』
岩
波
書
店
、一
九
六
五
年
所
収
）

は
、
当
然
の
こ
と
に
岸

の
所
論
に
影
響
し
て
い

る
。
井
上
論
文
は
「
倭

の
五
王
」
以
降
の
「
記

紀
」
の
系
譜
関
連
記
事

に
新
た
な
信
頼
性
を
与

え
た
論
文
と
評
価
さ
れ

て
、
古
墳
時
代
前
期
末

葉
か
ら
中
期
に
あ
た
る

四
、五
世
紀
史
お
よ
び

そ
れ
以
降
の
研
究
の
基

本
論
文
と
な
っ
た
。

  「
神
功
紀
」所
引
の『
百

済
記
』
に
あ
る
沙
至
比

跪
と
武
内
宿
禰
の
子
の

う
ち
の
葛
城
長
江
曾
都

毘
古
を
同
一
人
物
と

し
、
ほ
ぼ
実
在
人
物
と

し
た
こ
と
を
定
点
と
し

て
葛
城
氏
系
譜
上
の
人

物
と
記
紀
系
譜
上
の
歴

代
天
皇
を
、
海
外
史
料

を
用
い
て
照
応
さ
せ
て
み
せ
た
。こ
こ
に「
応
神
」や「
仁

徳
」
以
降
の
系
譜
に
信
頼
性
が
お
け
る
な
ら
ば
、
古
市

古
墳
群
や
百
舌
鳥
古
墳
群
の
超
大
型
前
方
後
円
墳
と
し

て
築
か
れ
た
と
目
さ
れ
る
大
王
墓
も
、「
帝
紀
」（
ま
た
、

原
帝
紀
）
を
経
て
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
陵
所
、

陵
名
が
反
映
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。

  

そ
し
て
、
自
説
を
支
え
る
葛
城
氏
が
存
在
し
た
根

 
馬
見
古
墳
群
と
「
葛
城
氏
」
、
そ
の
一
九
五
〇
年
代                                         

元
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所        

今
尾
文
昭

図２　大和の前方後円墳分布図(岸1959年 ) 図１　大和の豪族分布図 (岸 1959 年 )
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拠
を
奈
良
盆
地
西
南
部
の
馬
見
古
墳
群
の
消
長
に
求

め
た
。
実
は
こ
こ
に
森
浩
一
の
馬
見
古
墳
群
に
対
す

る
考
古
学
上
の
評
価
（
森
浩
一
「
畿
内
」
後
藤
守
一

編
『
日
本
考
古
学
講
座
』
五 

古
墳
時
代 

河
出
書
房
、

一
九
五
五
年
）
が
採
ら
れ
た
。
森
は
、
馬
見
古
墳
群
の

佐
味
田
宝
塚
古
墳
と
新
山
古
墳
を
古
墳
時
代
中
期
の
早

い
時
期
に
お
き
、
中
期
の
隆
盛
を
巣
山
古
墳
に
み
た
。

馬
見
古
墳
群
に
陵
墓
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、

六
世
紀
中
ご
ろ
に
な
っ
て
突
然
に
古
墳
群
形
成
が
断
絶

す
る
こ
と
を
「
記
紀
」
の
葛
城
氏
の
盛
衰
に
あ
て
た
。

つ
ま
り
馬
見
古
墳
群
を
葛
城
氏
の
歴
代
族
長
の
経
営
に

な
る
と
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。　

　
そ
も
そ
も
森
の
根
拠
は
「
葛
城
」
が
「
大
和
」
に
対

比
さ
れ
る
独
立
小
国
と
し
て
七
世
紀
ま
で
あ
る
と
し
た

点
に
あ
り
、
こ
こ
は
井
上
の
国
造
制
論
（「
国
造
制
の

成
立
」『
史
学
雑
誌
』
六
〇
―
一
一
、一
九
五
一
年
の
ち

『
井
上
光
貞
著
作
集
』
四 

岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
所

収
））
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
古
代
史

と
考
古
学
の
立
論
上
の
整
合
と
な
る
。

　
井
上
の
所
論
は
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
白
石
太
一

郎
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
る
。
葛
城
氏
の
本
拠
地
は
馬
見

古
墳
群
の
営
為
が
あ
る
律
令
期
の
葛
下
郡
、
広
瀬
郡
に

は
な
く
、
葛
城
山
麓
の
御
所
市
（
葛
上
郡
）
か
ら
旧
新

庄
町
（
現
、
葛
城
市
。
忍
海
郡
と
な
る
）
の
付
近
に
求

め
る
べ
き
だ
と
し
た
上
で
、
旧
葛
城
国
の
版
図
の
な
か

で
最
大
の
前
方
後
円
墳
、
室
宮
山
古
墳
（
墳
長
二
三
八

メ
ー
ト
ル
）
は
馬
見
古
墳
群
に
は
な
く
、
馬
見
古
墳
群

の
営
為
に
葛
城
氏
（
―
葛
城
臣
）
を
充
て
る
こ
と
は
出

来
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
は
顕
宗
陵
と
武
烈
陵
の
陵
名

に
あ
る
「
傍
丘
」
は
馬
見
丘
陵
の
こ
と
で
は
な
い
か

と
す
る
（
白
石
太
一
郎
「
第
四
章
考
察 

第
四
節
馬
見

古
墳
群
に
つ
い
て 

」
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

編
『
馬
見
丘
陵
に
お
け
る
古
墳
の
調
査
』
奈
良
県
史
跡

名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
二
十
九
冊
、
一
九
七
四

年
）。
確
か
に
森
が
馬
見
古
墳
群
に
陵
墓
が
な
い
と
し

た
の
は
、現
治
定
の「
顕
宗
陵
」「
武
烈
陵
」の
陵
所（『
延

喜
式
』
で
は
葛
下
郡
）
を
指
す
も
の
で
、
馬
見
古
墳
群

の
狐
井
塚
古
墳
、
築
山
古
墳
に
考
定
さ
れ
た
過
去
が
近

世
に
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
白
石
の
指
摘
ど
お
り
で

あ
る
。

  

そ
し
て
、
建
内
系
譜
の
原
形
の
成
立
と
室
宮
山
古
墳

の
存
在
、
後
背
丘
陵
上
の
群
集
墳
で
あ
る
巨
勢
山
古
墳

群
の
形
成
に
擬
制
的
な
同
祖
同
族
関
係
性
が
あ
る
と
み

て
、
室
宮
山
古
墳
の
造
営
時
期
と
重
な
る
葛
城
襲
津
彦

を
被
葬
者
と
す
る
こ
と
を
躊
躇
な
く
主
張
す
る
。（
白

石
太
一
郎
「
大
型
古
墳
と
群
集
墳
」『
考
古
学
論
攷
』

第
二
冊 

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
一
九
七
三

年
）。

  

か
く
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
を
起
点
に
し
た
考

古
学
成
果
を
取
り
入
れ
た
新
た
な
大
型
前
方
後
円
墳
の

四
、
五
世
紀
史
の
被
葬
者
論
が
成
立
し
た
。

  

し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
古
墳
の
編
年
研
究

の
進
捗
に
よ
り
、
佐
味
田
宝
塚
古
墳
や
新
山
古
墳
は
前

期
後
葉
、
巣
山
古
墳
は
中
期
初
葉
、
と
り
わ
け
中
期
古

墳
と
み
ら
れ
た
築
山
古
墳
（
墳
長
二
一
〇
メ
ー
ト
ル
）

が
前
期
末
葉
、
大
古
墳
群
と
し
て
の
終
焉
は
北
群
の
川

合
大
塚
山
古
墳
の
周
辺
を
含
ん
で
の
評
価
と
な
れ
ば
中

期
中
葉
以
降
と
な
る
。
他
の
大
古
墳
群
に
比
し
て
早
い

が
、
大
概
、
五
世
紀
後
半
で
軌
を
一
に
し
た
状
況
と
み

る
。「
記
紀
」
の
葛
城
氏
の
消
長
と
馬
見
古
墳
群
を
重

ね
る
こ
と
に
無
理
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
来

た
。

　
一
方
、
室
宮
山
古
墳
の
被
葬
者
を
葛
城
襲
津
彦
で
あ

る
と
、
白
石
が
断
じ
て
以
来
、
古
墳
時
代
研
究
者
の
多

く
が
支
持
し
て
来
た
が
、
史
料
上
の
伝
承
で
は
建
内
宿

禰
が
被
葬
者
と
見
込
ま
れ
る
。
タ
ケ
ノ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ

は
大
系
譜
の
最
初
に
位
置
す
る
。「
孝
元
記
」
に
子
と

な
る
七
人
の
男
子
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
七
氏
の
「
祖
」

図３　馬見古墳群と葛城（手前に巣山古墳、中央奥に室）撮影：梅原章一
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と
な
る
が
、「
允
恭
紀
」
に
そ
の
う
ち
の
葛
城
襲
津
彦

の
孫
（「
雄
略
紀
」
で
は
子
）
の
玉
田
宿
禰
が
、
反
正

天
皇
の
殯
宮
へ
の
奉
仕
を
懈
怠
し
た
責
を
問
わ
れ
た
際

に
「
祖
」
の
「
武
内
宿
禰
の
墓
域
」
に
逃
げ
隠
れ
し
た

と
あ
る
。
非
実
在
と
み
ら
れ
る
人
物
と
は
言
え
、
墓
の

伝
承
が
備
わ
っ
て
い
た
。『
帝
王
編
年
記
』
の
仁
徳
天

皇
七
十
八
年
条
に
は
、武
内
宿
禰
の
墓
が
「
室
破
賀
墓
」

と
あ
り
、
室
宮
山
古
墳
（
室
大
墓
古
墳
）
を
指
す
と
考

え
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
一
方
、
馬
見
古
墳
群
の
築

山
古
墳
、
巣
山
古
墳
、
新
木
山
古
墳
、
川
合
大
塚
山
古

墳
に
武
内
宿
禰
墓
の
伝
承
は
な
い
。

  

加
え
て
平
林
章
仁
は
『
紀
氏
家
牒
』（
逸
文
）
を
も

と
に
武
内
宿
禰
の
家
が「
大
倭
国
葛
城
県
五
処
理
」（
奈

良
県
御
所
市
）、
墓
が
玉
田
宿
禰
の
本
拠
地
「
葛
城
県

玉
手
里
」（
御
所
市
玉
手
）
付
近
に
存
在
す
る
と
伝
え

て
お
り
、
付
近
に
「
室
里
」（
御
所
市
室
）
が
含
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
武
内
宿
禰
の
墓
が
室
宮
山
古
墳
に
伝

承
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
平
林
彰
仁
「
蘇
我

氏
と
葛
城
（
覚
書
）」
横
田
健
一
編
『
日
本
書
紀
研
究
』

第
二
十
一
冊 

塙
書
房
、
一
九
九
七
年
）。
玉
手
も
室
も

令
制
下
の
葛
上
郡
に
あ
り
、
馬
見
丘
陵
か
ら
は
離
れ
た

御
所
市
中
心
部
の
東
南
方
、
南
方
に
位
置
す
る
。
要
は

ウ
ジ
の
大
系
譜
の
最
初
に
位
置
づ
け
た
「
祖
」
と
な
る

人
物
の
墓
を
居
住
地
に
近
在
し
、一
帯
と
な
る
土
地（
こ

の
場
合
は
葛
城
）
に
伝
承
し
た
と
い
う
わ
け
だ
が
、
そ

れ
を
ど
の
時
期
に
求
め
る
か
、伝
承
が
固
有
の
古
墳（
こ

の
場
合
は
室
宮
山
古
墳
）
に
託
さ
れ
る
の
は
い
つ
か
と

い
う
点
が
問
題
と
な
る
。

  

「
葛
城
」、「
平
群
」、「
巨
勢
」、「
波
多
」、「
蘇
我
」

の
擬
制
的
な
同
祖
同
族
関
係
の
設
定
要
因
が
生
じ
た
際

に
伝
承
を
も
と
に
地
域
で
顕
著
な
大
型
前
方
後
円
墳
、

室
宮
山
古
墳
に
大
系
譜
上
の
「
祖
」
で
あ
る
武
内
宿
禰

の
墓
を
仮
託
し
た
と
み
る
が
、
岸
が
示
唆
し
た
蘇
我
氏

関
与
の
七
世
紀
前
半
の
ウ
ジ
系
譜
作
成
が
そ
の
契
機
と

な
っ
た
か
。
そ
う
だ
と
し
て
、
白
石
説
の
主
張
に
即
す

と
実
在
の
葛
城
襲
津
彦
の
墓
が
、
大
系
譜
の
成
立
に
よ

り
伝
説
の
建
内
宿
禰
墓
に
変
換
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
否
定
も
肯
定
も
現
時
点
で
は
出
来
な
い
。

　

今
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
井
上
は
従
来
の
「
記
紀
」

の
史
料
批
判
を
海
外
史
料
に
よ
っ
て
克
服
し
、
そ
の
実

態
を
古
墳
お
よ
び
古
墳
群
の
存
在
か
ら
可
視
化
す
る
こ

と
を
試
み
た
。
葛
城
氏
お
よ
び
「
皇
統
譜
」
を
み
え
る

よ
う
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
七
十
年
後
の
今

日
、
再
考
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
①
馬
見
古
墳
群
の
消
長
と
史
料
上
の
葛
城
氏
の
盛
衰

が
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
こ
と
、
②
馬
見
古
墳
群
の
古

墳
に
律
令
期
陵
墓
が
仮
託
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ

と
、
③
従
来
は
葛
城
の
本
拠
地
で
最
初
に
築
か
れ
た
大

型
前
方
後
円
墳
と
考
え
て
い
た
室
宮
山
古
墳
だ
が
、
北

に
対
置
す
る
丘
陵
先
端
に
営
ま
れ
た
築
山
古
墳
が
、
埴

輪
の
編
年
研
究
か
ら
は
明
ら
か
に
先
行
す
る
。
す
な
わ

ち
、
建
内
宿
禰
系
譜
上
の
「
祖
」
と
な
る
「
武
内
宿
禰

墓
」
伝
承
が
室
宮
山
古
墳
に
付
与
さ
れ
て
お
り
、
考
古

学
上
の
築
造
順
序
と
史
料
上
に
ま
と
ま
る
系
譜
に
矛
盾

が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
④
『
百
済
記
』
を
含
む
百
済
三

書
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
編
纂
史
料
と
し
て
八

世
紀
初
頭
段
階
に
「
百
済
本
位
の
書
き
方
」
を
し
た
原

史
料
を
用
い
て
，「
日
本
に
対
す
る
迎
合
的
態
度
」
に

よ
り
編
纂
し
た
百
済
系
氏
族
の
立
場
と
の
せ
め
ぎ
合
い

が
成
立
事
情
に
介
在
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

海
外
文
献
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
『
日
本
書
紀
』
の
潤

色
や
改
竄
を
排
除
で
き
る
史
料
と
は
い
え
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
（
仁
藤
敦
史
「『
日
本
書
紀
』
編
纂
史
料
と

し
て
の
百
済
三
書
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報

告
』
第
一
四
九
集
、
二
〇
一
五
年
）。

　
一
九
五
〇
年
代
に
確
立
さ
れ
た
か
に
み
え
た
葛
城
氏

と
、そ
れ
に
併
行
す
る
「
応
神
」「
仁
徳
」
の
系
譜
の
四
、

五
世
紀
史
に
お
け
る
史
実
性
を
改
め
て
問
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
な
お
近
年
、
葛
城
襲
津
彦
の
世
々
に
わ
た

る
「
記
紀
」
で
の
活
躍
を
地
域
首
長
で
あ
る
複
数
人
物

図４　室宮山古墳（南から）撮影・筆者
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土　　　　車

発
行
者
　
公
益
財
団
法
人 

古
代
学
協
会

　
　
　
　
京
都
市
中
京
区
三
条
通
高
倉
西
入
ル

　 

　
　
　
菱
屋
町
四
八

　
　
　
　 

電
話
〇
七
五-

二
五
二-

三
〇
〇
〇

発
行
日
　 

令
和
七
年
十
二
月
二
十
日

編   

集
　 

公
益
財
団
法
人 

古
代
学
協
会  

企
画
部

行
な
っ
た
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
越
川

氏
の
記
念
講
演
会「
牛

飼
と
牛
車
か
ら
読
み

解
く
平
安
京
の
都
市

社
会
」
へ
移
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
今
回

の
テ
ー
マ
に
関
連
し

て
野
口
孝
子
先
生（
古

代
学
協
会
客
員
研
究

員
）
の
「
関
寺
の
牛

仏
―
牛
に
化
身
す
る

仏
、
牛
仏
へ
の
貴
族

た
ち
の
思
い
」。
講
演

後
両
講
師
と
山
田
副

理
事
長
に
よ
る
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
三
十
名
。

　

本
賞
が
、
越
川
氏

の
今
後
の
ご
研
究
の
進
展
に
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
寄

与
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

の
人
格
が
反
映
し
た
も
の
と
し
、
馬
見
古
墳
群
を
含
め

た
大
型
前
方
後
円
墳
の
編
年
に
合
わ
せ
て
、
三
分
解
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
被
葬
者
に
充
当
す
る
と
い
っ
た
論
調
に

接
す
る
が
、
先
学
に
拠
る
学
史
の
検
証
を
重
ん
じ
る
立

場
か
ら
は
こ
れ
に
は
与
し
な
い
。

　

実
証
史
学
の
古
代
史
の
井
上
光
貞
が
、「
帝
紀
」
に

反
映
す
る
系
譜
を
一
九
五
〇
年
代
に
証
明
し
よ
う
と
し

た
時
代
背
景
に
は
、「
記
紀
」
や
『
風
土
記
』『
萬
葉
集
』

な
ど
の
物
語
を
階
級
的
視
点
で
筆
録
さ
れ
て
い
た
こ
と

へ
の
対
抗
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
一
九
五
三
年
に

発
刊
さ
れ
た
藤
間
生
大
『
日
本
武
尊
』（
創
元
社
）
は
、

群
小
の
「
県
主
階
級
」
が
理
想
と
す
る
英
雄
、
ヤ
マ
ト

タ
ケ
ル
を
用
い
て
「
強
大
豪
族
」
へ
の
抵
抗
史
、
国
家

成
立
過
程
を
生
き
生
き
と
描
い
た
。
今
日
の
歴
史
学
か

ら
は
乖
離
が
あ
る
が
「
英
雄
的
叙
事
詩
的
古
代
」
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
則
っ
た
著
作
で
あ
っ
た
。
藤
間
自
身
は
井
上

光
貞
の「
国
造
制
」（
一
九
五
一
年
）、林
屋
辰
三
郎
の「
継

体
・
欽
明
朝
の
内
乱
」（
一
九
五
二
年
）、
近
藤
義
郎
の

「
群
集
墳
」（
一
九
五
二
年
）
の
研
究
と
い
っ
た
「
戦
後

古
代
史
研
究
の
第
二
派
の
創
造
的
な
業
績
」
を
使
用
で

き
た
こ
と
で
執
筆
が
可
能
に
な
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る

（
藤
間
生
大
著
、編
者
磯
前
順
一・山
本
昭
宏
「
日
本
史・

東
ア
ジ
ア
史
・
世
界
史
に
つ
い
て
語
る
」『
希
望
の
歴

史
学
』
ペ
リ
カ
ン
社
、
二
〇
一
八
年
）。

  

研
究
視
点
や
方
法
、
目
的
の
根
本
的
な
相
違
は
あ
る

が
、
こ
れ
ら
諸
研
究
が
ま
た
同
時
代
に
な
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
あ
る
。
定
説
へ
の
疑
義
、
批
判
と
共
に
戦
後
史

に
お
け
る
「
一
九
五
〇
年
代
」
を
改
め
て
問
う
必
要
を

こ
こ
に
感
じ
る
次
第
で
あ
る
。

▼
第
十
二
回
角
田
文
衞
古
代
学
奨
励
賞
授
賞
式

　

な
ら
び
に
受
賞
記
念
講
演
会

  

十
一
月
一
日
（
土
）
第
十
二
回
角
田
文
衞
古
代
学
奨

励
賞
授
賞
式
な
ら
び
に
、
記
念
講
演
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。
会
場
は
、
同
志
社
女
子
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ

ス　

ジ
ェ
ー
ム
ズ

館
二
階
。

　

ま
ず
は
じ
め
に

朧
谷
壽
理
事
長
よ

り
、越
川
真
人
氏（
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
古

代
史
料
部
門　

学
術
専

門
員
）
へ
表
彰
状
並

び
に
記
念
品
の
授

与
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
次
に
横
大
路

綾
子
古
代
文
化
編

集
主
任
よ
り
花
束

の
贈
呈
が
行
わ
れ
、

次
い
で
山
田
邦
和

副
理
事
長
・
古
代

文
化
編
集
長
よ
り
、
選
考
経
過
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

越
川
氏
の
受
賞
論
文
は
、「
平
安
時
代
中
・
後
期
の

牛
飼
童わ

ら
わと

貴
族
社
会
」（『
古
代
文
化
』
第
七
六
巻
第
二

号
掲
載
、
二
〇
二
四
年
九
月
）。
本
論
文
は
、
平
安
時

代
の
牛
飼
童
の
検
討
を
通
じ
て
、
当
時
の
一
般
民
衆
の

存
在
に
着
目
し
、
史
料
の
少
な
い
中
で
精
緻
な
研
究
を

協
会
事
業
の
報
告


